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本日の資料はスライド枚数が 
多くなっておりますので、 

紙での配布はしておりません。 
インターネットより 

ダウンロードしてお使いください。 

ピンクで囲まれている画像は動画ですので 
PDFファイルでは視聴できません。 
YouTube等で検索してみてください。 

その代わりと言っては何ですが 
録音・録画・撮影 

どんな記録をしていただいても 
結構です。 

本日の資料



http://npo-atds.org

本日の資料のダウンロード方法

http://npo-atds.org


本日の機器構成

HDMI

Wi-fi

iPhone6

AirPlayミラーリング

iPad Air2

AirMac Express

Keynote 
Remote

 WATCH



自己紹介



主な活動と経歴
障害者支援　（電子情報支援技術（e-AT）と、コミュニケーション支援技術（AAC） 

　　　京都市立　呉竹総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市立　東総合支援学校　　 特別非常勤講師 
　　　京都府　宇治支援学校SSC  特別支援教育京都府専門家チーム 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府　委託訓練　精神障害者対象パソコン訓練インストラクター 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 
　　　ＮＰＯ　障碍害芸術推進研究機構　メディアアドバイザー 

教育支援   (情報通信技術（ICT）の利活用支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都市　キャリア教育コーディネーター　（市立小中高キャリア教育提案） 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　ＮＰＯ　キャリア教育プロジェクト　副理事長 
　　　 

地域活性化支援　（ITを活用した経営改善・効率化） 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　　京都府　京都「知恵の経営」ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ 
　　　京都市　京都地域ITｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 



18テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）の
我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日ケ丘支援学校　小学部５年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/


瞭のメカ好きは６才から始まりました。
iPad

Wii
PC

iPod	Touch



(Activities of Daily Living) 
(Quality of Life)

ADLからQOLへ



Agenda 

最新のAT 

ATとは 

AACとは 

タブレット端末について 
アクセシビリティ 
アプリケーション 
まとめ 



最新のAT



Using Google Glass to Caption Conversations



FingerReader



Talkitt - Start speaking freely 



ゆめ水族館



描いた絵が楽器になる「クラフトがっき」、iPhoneやiPad連携。
導電性ペンで自由にお絵かき、最大4人でセッション可



Moff Band



MaKey MaKey An Invention Kit for 
Everyone



MaBeee_Movie



TrackerPad Sticky GPS tracker pads



Smmy Screamer Motion Alarm



The Cicret Bracelet Like a tablet...but on your skin.



AT(Assistive Technology)



ATとは…

AT（アシスティブ・テクノロジー）＝障害
による物理的な操作上の困難や障害（バリ
ア）を、機器を工夫することによって支援
しようという考え方

（「教育の情報化に関する手引き」より）



AT(支援技術)
メガネ 補聴器

白杖 車椅子



Low-Tech Solutions：”使用”が比較的簡単である．一般に電源を必要としな
い器具であり，低価格である．

ADL
太柄のスプーン等の自助具，すくいやすい食器，滑り止めマット，ボタンエイド等
の自助具など
移動
歩行補助杖（つえ），手すりなど
見ること
めがね，虫めがね，拡大本など
書字
いろいろなペン・鉛筆，グリップ付きペン，傾斜机，テンプレートなど
聞くこと
筆談道具など
コンピュータへのアクセス
キーガード，キーボードの工夫など
座居等の確保
椅子の滑り止め座面，支持枕など 
 



 Mid-Tech Solutions：”操作”が比較的簡単である．一般に電源が必要であっ
たり，機構が複雑であったりする．価格は，数万円から十万円程度である．

移動
車いすなど
読み
トーキングブック，単語スキャナーなど
見ること
CCTV拡大装置など
書字
携帯ワープロ（簡易タイプ）など
コンピュータへのアクセス
トラックボール，代替キーボードなど
数学・算数
金銭計算機，音声時計，電卓，プリンタ付き電卓など
勉強・授業
録音教材，音声メモ，お知らせブザー，携帯スキャナーなど
座位等の確保
特製椅子、車いすなど



High-Tech Solutions：複雑な機能を持つ装置やシステムである．使用者
は，使い方を理解したり，そのための訓練等が必要となったりする．プロ
グラムが可能である

移動
スクータ，障害対応車両など
読み
文字認識装置，電子絵本（パソコン）など
見ること
スクリーン拡大ソフト，スクリーンリーダ，点字翻訳ソフトウェアなど
書字
ワープロソフト（パソコン），音声認識ソフトウェア，音声電卓など
聞くこと
携帯ワープロ（高機能），ワープロソフト（パソコン），音声認識ソフトウェアなど
コンピュータへのアクセス
ヘッドマウス，音声認識ソフトなど  
勉強・授業
アイデアプロセッサー，ノートパソコンなど 



手話

ノンテク

マカトン

クレーン 指さし



ピクトプリント

絵カード

PICシンボルカード

PECSカード Drops



文字盤 透明文字盤

視線コミュニケーション 
ボード

ローテク

コミュニケーションボード



ブギーボード
透明文字盤読み取り 
操作支援ソフト

チェインジングボード かきポンくん

ミドルテク



レッツ・チャット ＰＥＣＨＡＲＡ（ペチャラ）

テック／トーク iPad

ハイテク



AACとは・・・



拡大・代替コミュニケーション 

手段にこだわらず、その人に残された 
能力とテクノロジーの力で自分の意思を
相手に伝えること 
（AAC入門、中邑賢龍） 

自己決定 
「主体的に生きる」「QOLの向上」

AAC 
(Augmentative & alternative communication)



障害の改善と同時にコミュニケーション
の確保も考える 

どの障害にもコミュニケーションの障
害は存在する 
本人の意思を尊重する 
個人のすべてのコミュニケーション能
力を活用する 

AACアプローチ 
(Augmentative & alternative communication)



表情や頷き 
ジャスチャーやサイン、指さし、 
手話、マカトン 
シンボル 
PCS、PIC、JIS、マカトン 
コミュニケーションボード、 
コミュニケーションブック 
VOCA、コミュニケーションエイド 
携帯情報端末（iPadなど） 

AACとは・・ 
(Augmentative & alternative communication)

ノンテク

ローテク

ハイテク



コミュニケーション

ちょっと考えてみよう	

子ども達の困りって・・	



択一



どっちを飼いたい？

どっとも嫌！
拒否できる権利



どっちが好き？

どっちでも良い！
意志表示しているように見える



はい・いいえ



はい いいえ

今晩食べたいものは？

はい・いいえだけで
聞き出して下さい。



これで気持ち伝わる？



どんな気持ちの時に使えばいいの？

うらやましい お腹がすいた

あごが痒いのかも・・



どんなあいさつの時に使えばいいの？

こんにちわ さようなら



どんな味？

あまい すっぱい

にがい しおからい



どんな味？



これ何？



どっちがゴミ箱？

自由度と難易度の見極め



どっちが牛乳？



冷たいお茶ください！



同じ吹き出しでも意味が違う！！



手の位置でも意味が違う！

困る 暑い



どんな気持ち？

つまらない さむい

ヒント：することがない ヒント：木枯らしピュー



どんな気持ち？

さみしい こわい



絵カードとVOCA
(VOCA=Voice Output Communication Aids)

（携帯用会話補助装置）



何が違うの？

絵カード VOCA



PECS



文字入力と透明文字盤



どっちが支援が必要？

数十分かかって
「テレビつけて！」と入力

十秒足らずで
「テレビつけて！」と表示



ビッグマック



どちらが自立？

職員室に入る時には
押せと言われたので
スイッチを押します

職員室に入る時には
自主的に会釈します



自立とは・・・



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


支援教材のポイント
⾃由度と難易度 

 ⽀援教材を作成するとき、⼤切なポイントは、⼦どもの表現の⾃由度と難易度の調整で
す。 
 ＜⾃由度＞ どれぐらい広く多様な内容を伝えることができるか。表現の⾃由範囲。 
 ＜難易度＞ 伝えることにどれくらい労⼒や負担がかかるか。難しさや容易さ。 
 表現の⾃由度を⾼めると、それだけ多様なメッセージを伝えることが可能になりますが、
その表現はどんどん難しくなります。逆に、簡単に表現できるようにすると、伝えることが
できる内容は限られたものになります。⽀援教材は、⼦どもの課題に合わせて、表現の⾃由
度と難易度を個々に調整しなければなりません。対象者の実態に即して適切に調整されてい
るものは優れた⽀援技術になり、このバランスが悪い物は良い技術と⾔えません。

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.htmlより一部抜粋

⾃由度を⾼めることで、難易度が不適切なレベルに上がってしまうのです。そこで、その
⼦どもが確実にできる⽔準の難易で、かつ⼦どもの必要を満たす選択的な要素（⾃由度）
を設定することが必要になります。 

 コミュニケーションの⽀援は、技術的には難易度を下げることが⽬標になります。そし 
て、教育的には徐々に選択的な要素を加え、⾃由度を⾼めることが⽬標になります。

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.html


おもちゃと遊びの支援技術（AT)

コミュニケーションの原点を考えていくと、⼦どもにとって遊びの場⾯
がとても重要であることが分かります。他者との共感や共有の関係性、模
倣やイメージ⼒の発展、⼈と物と⼈との三項関係など、コミュニケーショ
ンの基礎的な課題が遊びの場⾯にたくさん存在しています。 

しかし、重度の障がいのある⼦どもは、⾃分から主体的に他の⼦どもた
ちと関わって遊ぶような場⾯がありません。 

そこで、これまで培われてきた多様な⽀援技術を⽣かし、ハイテク機器
の代わりにおもちゃをつなぐことで、重度障がい児の遊びの場⾯を拡⼤、
充実させることを試みます。どんなに障がいの重い⼦どもでも、楽しく遊
べるようになれば興味は広がり、みんなの仲間に⼊って活動できるように
なれば、⾃然にコミュニケーションの⼒も発達していくはずです。

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.htmlより一部抜粋

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.html


タブレット端末について



Apple　iPad Air2  ,  iPad mini 4
            (9.7inch   7.9inch)

Google   Nexus9 
            (9inch)

Microsoft   Surface Pro3
            (12inch)

iOS

Android

Windows



会社 Apple Google Microsoft

機種 iPad Air 2 iPad mini 4 Nexus9 Surface pro 3

画面サイズ 9.7 7.9 8.9 12

重量 437 298.8 425 800

カメラ ◯ ◯ ◯ ◯

ストレージ 16,64､128 16,64,128 16,32 64,128,256,512

OS iOS9 iOS9
Android

5.0
Windows10

バッテリー 10時間 10時間 9.5時間 9時間

価格 53,800～ 42,800～ 42,900～ 91,800～

主な特徴 アプリの充実、 
安全性

マルチユーザー、 
自由度・マウス操作 
マウス操作可能

Office 
アプリ



上肢に障害がある　操作面でからの選択（例

可動域　大 可動域　小

微細な操作 
可能

何でも可

無線マウス 
Win,Android 

（iOSスイッチコン
トロール）

微細な操作 
困難

外部スイッチ 
iOS スイッチコントロール 

（ジャック付マウス　外部スイッチ 
Win,Android）

上記の他にも、やりたい事・力の強さ 
キーガード、音声入力、視線入力 
認知レベル、使用する場所など 

さまざまな点を考慮して機種を選択する



操作性（自分で出来る！！） 
アプリケーションの数 
アクセシビリティー 
安全性 
周辺機器の充実

iPadのメリット



無線マウスが使えない 
マルチユーザー非対応 
修理費用 
費用が比較的高い 
学校の既存セキュリティ 

　（Windowsベース）に 
　なじまない 

iPadのデメリット



iPad

16GB 32GB 64GB 128GB
iPad	Pro 94,800 112,800

iPad	Air	2 53,800 64,800 75,800

iPad	Air 42,800 47,800

iPad	mini	4 42,800 53,800 64,800

iPad	mini	2 31,800 36,800

Wi−fiモデルの場合

購入金額の比較（税抜）



Appleの障害者向け特別販売 
プログラム 

http://www.apple.com/jp/contact/disability.html

http://www.apple.com/jp/contact/disability.html


Appleの学生・教職員割引 



iPad , iPad mini , iPod , Mac 
などの購入をお考えの方は 
是非ご相談ください。



アクセシビリティ



ズーム機能



ズーム機能



スピーチ



スピーチ



アクセスガイド



アクセスガイド



アプリケーション



教師が使う



教材作成



























提示















進行



















タッチ操作 
因果関係の理解



















余暇活動の充実 
読書、音楽鑑賞…



楽しむ













描く











読む







聞く





認知・学習 













































コミュニケーション
ツール 

シンボル・文字







本日のポイント



どんな力をつけさせたいのか？

何をしたいのか？

良いアプリ・悪いアプリではない

iPadを活用する



同じアプリでも使用する子どもによって変わる

同じアプリでも目的によって変わる

同じアプリでも状況・環境よって変わる

タブレットを使う必然性はあるのか





遊びの中に
コミュニケーションの基礎的な課題

他者との共感 

共有の関係性 

模倣やイメージ力の発展 

人物人の三項関係



子供たちの困り
（アセスメント）

と
支援の引出しを多く持つ

（ノウハウ）
ことがこれからの

特別支援には求められます。
その中の一つのツールがICTです。



メガネのようにあたりまえに 

と言いますが・・・

多機能⇒単機能への絞込



無いと何ができなのか？ 

あると何が実現するのか？ 

別の方法でできないか？

kintaのブログより

http://kinta.cocolog-nifty.com/kinta/2014/12/ict-75e6.html


アプリを探す時は、AppleStoreではなく
インターネットで検索してみましょう



こどもに合ったアプリが見つかれば
同じ会社が作ったアプリをためしてみましょう



参考書籍



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 

国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 魔法のワンド

http://maho-prj.org/


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



h@p://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

